
平成２４年度

） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学
（連合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

（たにぐち いさお）
谷口　功　　　　　　　（熊本大学長）

３． プログラム    　（ふりがな） くめ　しょうえん

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [採択時公表]

機関名 熊本大学 機関番号 17401

２． プログラム責任者
   　（ふりがな） たけや　もとひろ

氏名・職名 竹屋　元裕　　（熊本大学大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授）

５．

プログラム名称

コーディネーター 氏名・職名 粂　昭苑　　　 （熊本大学大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授）

４． 申請類型 I ＜複合領域型（生命健康）＞

（③ 政治学

グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO

英語名称 HIGO (Health life science: Interdisciplinary and Glocal Oriented) Program

６．
授与する博士学
位分野・名称

博士（健康生命科学）

副題 健康生命科学パイオニアHLSP（Health Life Science Pioneer）の養成

（③

７． 主要分科

（① 基礎医学 （② 薬学

９． 専攻等名

医学教育部医科学専攻（修士課程）、医学教育部医学専攻（博士課程）、
薬学教育部分子機能薬学専攻、薬学教育部生命薬科学専攻（旧課程）、
薬学教育部博士前期課程　創薬・生命薬科学専攻（新課程H22年より）
薬学教育部博士後期課程　創薬・生命薬科学専攻（H24年より）、
薬学教育部博士課程　医療薬学専攻（H24年より）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

８． 主要細目

（①

神経科学一般、生理学一般、医化学一般、病態医化学、人体病理学、分子生物学、細胞生
物学、発生生物学、化学系薬学、物理系薬学、生物系薬学、創薬化学、医療系薬学、代謝
学、内科学一般、免疫学、小児科学、人類遺伝学、公衆衛生学・健康科学、腫瘍生物学、発
がん、ゲノム医科学、哲学・倫理学、外国語教育、政治学、経済政策、経営学、社会学

（②

１１．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

熊本県、熊本市、第一三共(株）、一般財団法人　化学及血清療法研究所、同仁化学研究所(株）、熊本日日新
聞社
熊本商工会議所、熊本経済同友会、九州地域バイオクラスター推進協議会

１０．連合大学院又は共同教育課程による申請（構想による申請も含む）の場合、その別　※ 該当する場合には○を記入

連合大学院 共同教育課程

（機関名：熊本大学　申請類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO）

　　 （ふりがな）

       氏名・職名



[採択時公表]

プログラム担当者一覧

59 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授 医学博士 統括責任者

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

１５．

行政連携 産業界連携

（プログラムコーディネーター）

粂　昭苑 クメ ショウエン 49

現在の専門
学位

役割分担
(平成２５年度における役割)

（プログラム責任者）

竹屋　元裕 タケヤ モトヒロ

大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授 博士(理学)

医学博士

プログラムの企画・運営の総括

中尾　光善 ナカオ ミツヨシ 52 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授 医学博士

プログラム・カリキュラムの編成・
点検・改善

富澤　一仁 トミザワ カズヒト 47 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授 博士(医学)
プログラム・カリキュラムの編成・
点検・改善

西村　泰治 ニシムラ ヤスハル 60

甲斐　広文 カイ ヒロフミ 51 大学院薬学教育部・創薬・生命薬科学専攻・
教授

大塚　雅巳 オオツカ マサミ 58 大学院薬学教育部・創薬・生命薬科学専攻・
教授 薬学博士 行政・企業インターンシップ

薬学博士 海外コーディネート 創薬研究指導

博士(公共政
策学)

公共政策教育 行政コーディネート

博士
（経済学）

社会文化科学講義のコーディネート

上野　眞也 ウエノ シンヤ

安川　文朗 ヤスカワ フミアキ 54 大学院社会文化科学研究科・人間・
社会科学専攻・教授

57 政策創造研究教育センター・教授

西中村　隆一 ニシナカムラ リュウイチ 49 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

小椋　光 オグラ テル 57 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授 理学博士 広報活動 産業界連携

博士(医学) プログラムの点検・改善 行政連携

博士(薬学)
プログラムの点検・改善  カリキュラム
の編成・運営

理学博士 プログラムの点検・改善 専攻間調整

小川　峰太郎 オガワ ミネタロウ

佐々木　洋 ササキ ヒロシ 49 大学院薬学教育部・創薬・生命薬科学専攻・
教授

50 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

田中　英明 タナカ ヒデアキ 61 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

宋　文杰 ソウ ブンケツ 50 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授 工学博士 カリキュラムの編成・評価 国際連携

医学博士
プログラム・カリキュラムの点検・改善
国際連携

医学博士 行政連携

医学博士 行政連携

赤池　孝章 アカイケ タカアキ

荒木　栄一 アラキ エイイチ 54 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

52 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

加藤　貴彦 カトウ タカヒコ 52 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

山縣　和也 ヤマガタ カズヤ 49 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授 医学博士 行政連携 留学生支援

医学博士 行政連携 産業界連携

医学博士 国際交流 産業界連携

博士(医学) 産業界連携

遠藤　文夫 エンドウ フミオ

尾池　雄一 オイケ ユウイチ 46 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

61 大学院医学教育部・医学専攻・医科学専攻・教授

入江　徹美 イリエ テツミ 56 大学院薬学教育部・医療薬学専攻・教授

黒田　豊 クロダ ユタカ 55 医学部附属病院 ・特任教授

59 大学院薬学教育部・創薬・生命薬科学専攻・
教授

博士(医学) 地域医療に関する教育　行政連携

薬学博士
行政インターンシップ
臨床研究指導　薬学専門講義

薬学博士
海外・企業インターンシップ
創薬研究指導　薬学基礎講義

薬学博士
海外・企業インターンシップ
創剤研究指導　薬学専門講義

山縣　ゆり子 ヤマガタ ユリコ

有馬　英俊 アリマ ヒデトシ 49 大学院薬学教育部・医療薬学専攻・教授

（機関名：熊本大学　申請類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO）



[採択時公表]

現在の専門
学位

役割分担
(平成２５年度における役割)

１５．プログラム担当者一覧（続き）

薬学博士
企業インターンシップ
創薬・臨床研究指導　薬学専門講義

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢

丸山　徹 マルヤマ トオル 49 大学院薬学教育部・医療薬学専攻・教授

所属(研究科・専攻等)・職名

小野　友道 オノ トモミチ 71 熊本保健科学大学・学長
九州地域バイオクラスター推進協議会・会長

高橋　隆雄 タカハシ タカオ 63 大学院社会文化科学研究科・人間・
社会科学専攻・教授 博士(文学) 社会文化科学講義

医学博士 医療行政教育 行政インターンシップ

政治経済
博士

政治学教育 行政インターンシップ

経済学士 政治・行政教育 行政インターンシップ

蒲島　郁夫 カバシマ イクオ

幸山　政史 コウヤマ セイシ 46 熊本市・市長

65 熊本県・知事

甲斐　隆博 カイ タカヒロ 60 熊本経済同友会代表幹事（肥後銀行頭取）

田川　憲生 タガワ ケンセイ 64 熊本商工会議所・会頭
（ホテル日航熊本・社長） 文学士

政治学・経済学教育
企業インターンシップ

商学士
政治学・経済学教育
企業インターンシップ

教育学士
地方紙ジャーナリズムについての講義
企業インターンシップ

薬学博士 企業セミナー

井芹　道一 イセリ ミチカズ

佐々本　一美 ササモト カズミ 60 株式会社同仁化学研究所・常務取締役

57 熊本日日新聞社・文化生活部長兼論説委員

玉井　馨子 タマイ ケイコ 40 第一三共株式会社　研究開発本部
癌研究所　主任研究員

前田　浩明 マエダ ヒロアキ 53 一般財団法人　化学及血清療法研究所
研究推進部　部長 博士(農学) 企業セミナー インターンシップ

博士(理学) 企業セミナー インターンシップ

（機関名：熊本大学　申請類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO）



［採択時公表］ 

（機関名：熊本大学      申請類型：複合領域型（生命健康）      ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO                    ） 
 

 

 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 

（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してください。） 

【プログラムの概要】「グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO」 

人類の健康増進に繋がる生命科学が急速に展開し、専門化・細分化されていることから、その成果

を社会全体に分かりやすく波及することが重要である。「HIGO （ Health life science: 
Interdisciplinary and Glocal Oriented）プログラム」は、医学・薬学等を基盤とする健康生命科学の

専門的知識と研究マインドをもち、九州という地域性と世界観（主にアジア）を連結した国際・地域

社会（グローカル社会）における課題とニーズを捉えて、健康増進と疾病対策のために最新の知見と

科学技術を活用する次代の医療人・専門職業人を養成する。医学・薬学・生命科学等から要点を抽出・

集約して「健康生命科学パイオニアHLSP（Health Life Science Pioneer）」コースを新設し、これ

らの専門的な理解に加えて、人と社会と自然に関する総合的な情報を積極的に習得することで、真に

活用できる学識と応用能力を獲得する。とりわけ、熊本大学と熊本県・熊本市が一体となった「グロ

ーカル社会文化科学GSCS（Glocal Social and Culture Science）」を通して、アジアと九州、歴史と

文化、行政経済と生命倫理などを理解することで、健康生命科学をグローカル社会の中に位置づける。

この有機的に統合した斬新な大学院コースを設置し、国際的・地際的・学際的な視野と思考力に基づ

き、世界と地域の諸課題を自ら発見・行動・解決できるグローカル社会リーダーHLSPの輩出を実現

するものである。 
【特色】 

１. グローカル社会への貢献を目指した大学・行政・産業界の連携 

従来の理系大学院人材は、高い専門性と欧米指向のため、地域社会やアジアに対する意識が希薄に

なりがちであった。しかし、科学技術が進歩する現代社会にこそ、総合的な知識と合理的判断力をも

つ理系人材が不可欠である。ここで若い世代がリーダーとして活躍するには、地域や世界の人々と協

働して、課題解決に自在に挑戦することが必要である。熊本大学は熊本県・熊本市と一体となった社

会活動を展開し、「くまもと都市戦略会議」「熊本上海オフィス」など、とくに医療・教育・食糧・観

光でアジアへの取組みを重視している。健康増進と疾病対策を先導するリーダーには、専門的な知

識・技術に加えて、健康・医療と密接に関わる生活圏の理解が不可欠であり、産学官が一体になった

HIGOプログラムで初めて可能になる。行政及び地域の企業と連携することで、実践的なGSCS教育

が実施できる。県庁、市役所、上海オフィスや企業など、行政・産業界・海外へのインターンシップ

を導入し、我が国の産学官が地域、そしてアジア諸国に展開する中核的リーダーを育成する。 
２. 最先端かつ国際最高水準の健康生命科学プログラム 

熊本大学大学院の医学教育部と薬学教育部は常に協働しており、その構成員である発生医学研究所

及びエイズ学研究センターは 2 つのグローバルCOE拠点の中軸である。この基盤の上に、医学・薬

学・生命科学及びGSCSで構成するHLSPコースを開設する。デュアル･メンター制及び研究室ロー

テーションによる多角的視野の養成、eラーニングシステムによる知識の効率的な習得を図る。国内

外からポテンシャルのある大学院生を集結させて、彼らが切磋琢磨する学際的な大部屋教育を行な

い、国際感覚と総合知識を涵養する。本学に「国際先端医学研究拠点施設」（仮称）が平成 24 年度

に建設予定であり、生命資源研究・支援センター等の設備を使用し、研究支援を受けることができる。

近年の外国人留学生の増加に伴い、上記COE拠点では授業やセミナーの完全英語化を達成している。

本プログラムでは、外国人留学生の比率をさらに 4 割程度を目標にかかげ、日本に居ながら実践的

な国際化を目指す。大学・社会が一体となって、地域と世界で実働するリーダー育成環境に努める。 

【優位性】 

 熊本大学は全学的に大学院教育と先端研究を推進する「大学院先導機構」を設置し、新たなパラダ

イムを描きながら各研究領域における大学改革を図っている。これまで、21 世紀COEプログラム2
件、グローバルCOEプログラム3 件、組織的な大学院教育改革推進プログラム2 件等を実施し、生命

科学領域では「細胞系譜制御」、「エイズ感染防御」、「発生再生・代謝循環」において顕著な実績を挙

げている。発生医学研究所は、全国共同利用・共同研究拠点事業の「発生医学の共同研究拠点」であ

り、エイズ学研究センターと生命資源研究・支援センターは各々の先端研究拠点である。さらに、国

際化推進センター、eラーニング推進機構、イノベーション推進機構等の技術経営コースによる企業

インターンシップ、社会文化科学研究科プログラムなどが整っている。本プログラムは、本学の学長

を中心とする強固なマネージメント体制のもと、熊本県・熊本市、産業界が共同するHIGOプログラ

ムを社会的に新展開する新規性と優位性がある。 
 



［採択時公表］ 

（機関名：熊本大学      申請類型：複合領域型（生命健康）      ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO                    ） 
 

 

 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成
する観点から、コースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセス
や、産学官等の連携による実践性、国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生
を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなどについて、学位プログラムの全体像と特徴が
分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先機関があるものについ
ては、それらも含めて記入してください。） 
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機  関  名 熊本大学  

プログラム名称 グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO 

［採択理由］ 

本プログラムは、アジアとの連携に焦点を絞ったユニークで堅実性のある教育プ

ログラムである。単なる研究者養成ではなく、「健康生命科学」と「社会文化科学」

とに精通した人材を育成しようという興味深いもので、熊本県知事、熊本市長をプ

ログラム担当者とするなど、地域行政も巻き込んだプログラムとなっている。  
熊本大学は、これまでの複数の COE プログラムの下、発生医学研究所、エイズ

学研究センターを中心に、医学／薬学をコアとする生命科学研究が順調に発展して

きており、国際的にもレベルの高い研究が展開されている。また大学院英語教育な

どの国際化も進んでおり、修士課程学生の外国語論文発表実績が高いなど、リーダ

ー育成の環境は整っていると判断される。  
さらに本申請では今後新設される国際先端医学研究拠点施設と併せて、既存の上

記研究所やセンターを有機的に組み合わせて、医薬連携で新しいグローバルリーダ

ーを養成しようとしている点も評価できる。  
一方で、中国・韓国との２国間プログラムのような、必ずしもグローバルとは言

えない小粒の計画になる懸念があり、東南アジアあるいはアジア全体などにも対象

を広げた計画へと発展しうるプログラムとなるよう検討することが望まれる。  
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